
朗

読

集

(】じ
O
O
一凶O
目
"
『
一口
=
日
)

と

し

て

の

バ

レ

ト

写

本

所

収

文

書

川

口

敦

子

一

バ

レ
ト
写
本

は
、
ポ

ル
ト

ガ

ル
人
イ

エ
ズ

ス
会

士

マ
ノ

エ
ル

・
バ

レ
ト

に
よ

っ
て

一
五

九

一
年

に

写
さ
れ

た
文

書
集

で
あ

り
、

現
在

は

ヴ

ァ
チ

カ

ン
図
書
館

に
所
蔵

さ
れ

て
い
る

(所

蔵
番

号

即
o
甲

ピ
鈴

轟
い
O
)
。

写
本
は

三
八

四
丁

の
本

文
か
ら

成

り
、
ポ

ル
ト
ガ

ル
語
式

の

ロ
ー

マ
字

に
よ

る
日
本

語

訳

の
福
音

書

や
聖

人
伝

を
収

め

て

い
る
。

本
稿

で
は
、

ま
ず

バ

レ
ト
写
本

全
体

の
構

成

に

つ
い
て
考

察

し
、

さ

ら
に
所

収
文

書

の
う
ち

「
主

日

の
福

音
書

」

と

「
聖
人

の
祝

日
の

福
音

書

」
を
取

り
上

げ
、

そ
れ

ぞ
れ

の
文
書

内

の
構
成

を

検

討
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

バ

レ
ト

写
本

の
編
纂

目
的

に

つ
い

て
考

察

す
る
。

ガ

ル
語

(
一
部

ラ

テ

ン
語
や

日
本

語

)
で
標

題
が

付
け

ら

れ

て

い
る
。

た

だ

し
、
中

に
は

小
題

の

み
で
、

文
書

と

し

て

の
大

き
な

標

題
が

付

け
ら

れ

て

い
な

い
部

分

も
あ

る
。

し

か

し
、

バ

レ
ト
写
本

全
体

の
構

成

を
見

て
み

る
と
、

標
題

が
付

い
て

い
な

い
部
分

は

ま
と

ま

っ
た

文

書

で
は
な

い
、

と

は
言

い
切

れ
な

い
こ
と
が

分

か

る
。

バ

レ
ト

写
本

の
構

成

を
見

る
上

で

目
安

と
な

る

の
が
、

写
本

中

に

収
め
ら

れ

て

い
る
白

紙

(枠
線

と
丁

付
け

だ

け
が

あ

る
紙
葉

)
や

白

紙

の
頁

に
貼

り
付

け

ら
れ

て
い

る
銅

版

画

、

そ

し

て

「
穿

陣ω
゜

r
p
島

∪
Φ
o
」

(
11

「終

わ
り

。
主

に
賛

美
。
」
)
と

い
う
文

言

で
あ

る
。
「ゆ
巳
巴

と
は

ラ

テ

ン
語

で

「終

わ

り
」

の
意
味

で
、

文
書

や
巻

の
末
尾

に
書

か
れ

る
も

の
で
あ

る
。

し

た
が

っ
て
、

「
識
三
ω
゜
ぴ
き
の
U
o
o
」

と

い
う

文
言

は
、

そ

こ

で

一
つ
の
文
書

が
終

わ

る
と

い
う

こ
と
を

示

し

て

い

る
、

と

見
な
す

こ
と
が

で
き

る

だ
ろ

う
。

以
上

の
手

が
か

り

を
利

用

し

て
、

バ

レ
ト

写
本

の
構
成

と

所
収

文

書

の
配

置
に

つ
い

て
、

次

の

〈
図
〉

に
示
す

。
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バ

レ
ト
写

本

に
収
め

ら
れ

て

い
る
文
書

に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

ボ

ル
ト
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こ
の

〈
図
〉
を

見
る

と
、

白
紙

や
銅
版

画
、

「身

¢

ピ
き
9。
0
8
°」

と

い
う
文

言
は
、

写
本

に
収

め
ら
れ

た
文

書
と

文
書

の
間

の
区
切

り

を
示

し

て
い
る

こ
と
が

分
か

る
。

し
た

が

っ
て
、

小
題

だ
け

で
大

き

な
標

題
は
付

い
て
い
な

い
文
書

3
も
、

そ

の
前

の
文
書

と

の
間

に
白

紙
が

あ

る

こ
と

か
ら
、
前

の
文
書

と

は
続

い
て

い
な

い
、
独

立

し
た

文
書

で
あ

る
と
考

え

て
良

い
こ
と

に
な

る
。

ま

た
、

写
本

に
挿

入
さ
れ

て
い
る
銅

版
画

な
ど

の
絵

画

と
、
各

文

書

の
位
置

関
係
を

見

て
み

る
と
、

そ
れ

ら
が
意

図

的

に
配
置

さ

れ

て

い
る

こ
と
が

見

て
取
れ

る
。

ま
ず

、
文

書

1

「十
字

架

の
奇
蹟

物

語
」

と
文

書

2

「主

日
の
福

音

書
」

の
前

に
は
、

救

世
主

イ

エ
ス

・
キ

リ

ス
ト

を
描

い
た

銅
版

画

(前
付

け

W
裏

)
と

十
字

架

の
絵

(前
付

け

V
表

)
が

あ

る
。

そ
れ

ぞ

れ

の
文
書

の
内
容

か

ら
考

え
る

と
、

十
字
架

の
絵

は
文
書

2
、

救

世

主

の
絵

画

は
文
書

1
と

の
関
連

で
、

こ

こ
に
配

置
さ

れ

て

い
る

の

だ

ろ
う

と
解
釈

で
き
る
。

文
書

4
～

6

の
前

に

は
、

キ
リ

ス
ト

の
礫

刑
図

の
銅

版

画
が

あ

る

(五

一
丁
裏

)
。

文
書

4
は

「
四
旬
節

の
金

曜

日

の
福
音

書

」

で
、

四
旬
節

は

キ
リ

ス
ト

の
受
難

と

死
を
黙

想
す

る
期

間

で
あ

る
。
ま
た

、

文
書

5

「受

難
物

語
」

と
文

書

6

「
キ
リ

ス
ト

の
受

難

の
道

具

に

関

す

る
対
話
」

は
、

い
ず

れ
も

キ

リ

ス
ト

の
受

難

に
関

係
す

る
内

容

で

あ

る
。
礫

刑
図

は
キ

リ

ス
ト

の
受

難

を
端
的

に
示
す

絵

画

で
あ

る

か

ら
、

こ
こ

へ
の
配
置

は
文
書

の
内

容

と
密

接

に
関
連

し

て

い
て
相
応

し

い
と
言

え

る
。

文
書

9
～

10

の
前

に

は
、

聖

母

マ
リ

ア
と

幼

子
イ

エ
ス
を
描

い
た

銅

版

画

が
あ

る

(
}
}
五

丁
裏

)
。

文

書

9

～

10
は

い
ず

れ
も

聖

母

マ
リ

ア

の
奇
蹟

物

語

に
関
す

る
内

容

で

あ
る

か
ら

、

聖

母

マ
リ

ア

の

絵

が

そ

の
前

に
配
置

さ

れ

て

い
る

の
は
、

文

書

の
内

容
と

関
連

さ

せ

た
、

相
応

し

い
も

の
だ

と

言
え

る
。

文

書

11

「聖

人
伝

」

の
前

に

は
、

聖

ペ

テ

ロ
を
描

い
た
銅

版

画
が

あ

る

(
一
六

三

丁
裏

)
。

聖

ペ

テ

ロ
は
十

二
使

徒

の

一
人

で
あ

り
、

初
代

ロ
ー

マ
教

皇

と
さ

れ
、

諸

聖

人

の
筆
頭

に
挙
げ

ら

れ

る
存
在

で

あ

る
。
文
書

H
も

聖

ペ

テ

ロ
伝

か

ら
始

ま

っ
て

い
る
。
し

た
が

っ
て
、

聖

ペ
テ

ロ
の
絵

画

は
、

後

に
続

く

聖
人

伝
と

の
関
連

で

こ
こ
に

配
置

さ
れ

て

い
る

の
だ

と
考

え

ら
れ

る
。

こ

の
よ

う

に
、

こ

の
写
本

で
は
、

そ

の
内

容

に
共

通
す

る
性
格

が

あ

る
文
書

を

い
く

つ
か
ま

と
め

て
収
め

て
お

り
、

そ
れ

ら

の
文

書

の

前

に
は
、

そ

の
内

容
を

象

徴
す

る
絵

画

を
意

図
的

に
配

置

し

て

い
る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

一
〇

一
丁

表

に
あ

る
聖

ヤ

コ
ブ

の
銅

版

画

は
、

文
書

の
前

で
は
な

く
、

後

ろ
に

配
置

さ

れ
た

も

の
で
は
な

い
か

と
思

わ

れ

る
。

聖

ヤ

コ
ブ

は
十

二
使

徒

で
あ

り
、

最

も
有

名

な
聖

人

の

一
人

で

あ

る
。

そ

の

こ
と
か

ら
考

え

る
と

、

聖

ヤ

コ
ブ

の
銅
版

画

は
、

文
書

8

「守

護

天
使

の
加

護
」

の
た

め

で

は
な

く
、

文

書

7

「
聖
人

の
祝

日

の
福

音
書

」

の
た

め

に
配

置
さ

れ

た
も

の
だ
と

見

る
方

が
適

当

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。

た
だ

し
、

な

ぜ

こ

の
聖

ペ

テ

ロ
の
銅

版
画

だ

け

が

文

書

7

の
後

に

配

置

さ

れ

る

こ
と

に

な

っ
た

の
か

は

分

か

ら

な
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い

。ま

た
、
本

文

の
前

(前

付
け

W
表
)
と
後

(
三
八

二

丁
表
)
に
は

、

イ

エ
ズ

ス
会

の
紋
章

で
あ

る

「
I

H
S
紋
章

」
が

捺

し

て
あ

る
。

こ

れ

は
、

こ

の
写
本
が

イ

エ
ズ

ス
会

士

の
手

に
よ

っ
て
制

作
さ

れ

た

こ

と

を
示

し

て
い
る
と

同
時

に
、

写
本
本

文

の
始
ま

り

と
終
わ

り
を

示

す

も

の
で
も

あ

る
。

こ
れ
も
ま

た
、
意

図
的

な
絵

画

の
配
置
だ

と
言

え

る
だ

ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、

バ

レ
ト

写
本

所
収
文

書

の
う
ち

、

文
書

2

「
主

日

の

福

音
書

」
、

文
書

3

「御

復
活

後

の
祝

日

の
福
音

書

」
、

文
書

4

「
四

旬
節
中

の
金

曜

日
の
福
音

書

」
、
文
書

7

「聖

人

の
祝

日

の
福

音

書
」

は
、
新

約
聖
書

の
章

句

を
集
め

た
も

の

で
あ

る
。

こ
れ

ら
は

カ
ト

リ

ッ
ク
教

会

の
ミ
サ

に
お

け
る
朗

読

に
用

い
ら

れ
る
章

句

で
、

こ
の
よ

う
な
章

句

は

「聖
書

抜

抄
」

(ペ

リ

コ
ペ
)

と
呼
ば

れ

て

い
る
。

カ

ト
リ

ッ
ク
教

会

で
は
聖

書
抜

抄
を

編
纂

し

て
、

一
冊
な

い
し
数

冊

の
書

物

に

し
た
も

の
が
古

く

か
ら
存

在
す

る
。

ミ

サ

で
朗
読
す

る

書

簡
と

福

音

書
を

集

め

た

「朗

読

集

」

(
[
o
。二
〇
葛
「ε
ヨ
)
、

そ

の
中

で
も
特

に
書

簡

だ

け

を
集

め
た

「書

簡

集

」

(
団
冨

8
再

ご
ヨ
)

や
、

福

音

書

だ
け

を

集

め

た

「
福

音
奉

読

集

」

(
団
く
§
o。
o
嵩
巴

§

)
な

ど

で
あ

る

〔=
。

バ

レ
ト

写
本

の
文
書

2

・
3

・
4

・
7
は
、

そ

の
標

題

や

内
容

か

ら
察

す

る

に
、

「
朗
読

集
」

あ

る

い
は

「
福
音

書

奉

読

集

」

の
体

裁
に

な

っ
て

い
る

の

で
は
な

い
か
と

考
え

ら
れ

る
。

と

こ

ろ
で
、

朗
読

集
や

書

簡
集

、
福

音

書
奉

読
集

に
収
め

ら

れ

て

い
る
聖
書

抜
抄

の
内

容

と
配

列

は
、

ミ
サ

典
礼

に
従

っ
た
も

の
に
な

っ
て

い
る
。

ミ
サ
典

礼

の
内

容

や
朗

読
す

る
書

簡

と
福
音

書

の
章

句

は
、

ミ
サ

典
書

に
よ

っ
て
知

る

こ
と

が

で
き

る
。

カ
ト

リ

ッ
ク
教

会

の
ミ

サ

で
は
、

祈
祷

や

聖
歌

、

聖
書

の
朗
読

な

ど

が
行

わ
れ

、

そ

の
内
容

は
毎

日
異
な

っ
て

い
る
。

日

々
異
な

る
ミ

サ

を
執

り
行

う

た
め

に
、

司
祭

に

と

っ
て
必
要
な

内
容

が

記
さ

れ

た

書

物
を

「
ミ
サ
典

書

」
と

言
う

。

ミ
サ

典
書

の
構

成

は
、
全

て

の
ミ
サ

で
行

わ

れ

る
儀

式

と
祈

祷

(ミ

サ

通
常

文
)

と

、
毎

日
変

わ

る
祈

祷

・
聖

歌

・
聖
書

の
朗

読

(
福
音

書

以
外

を
朗

読
す

る

「書

簡
」

と

、
福

音
書

を

朗
読

す

る

「福

音
書

朗

読
」

の
二
種

類
)

を
含

む
部

分

と

に
、
大

き

く
分

け
ら

れ

る
、

後

者

は
さ

ら

に

「
聖
節

の
部

」
、

「
聖

人

祝

日

の
部

」
、

「
聖

人
共

通
典

礼

お

よ
び

一
般

並
び

に
特

別

の
場
合

に

用

い
ら
れ

る

ミ
サ
典

礼

文
」

の
部

分

に
分
け

る

こ
と

が

で
き

る
。

カ

ト
リ

ッ
ク
教
会

の
典

礼

暦

に
よ

る

一
年

の
始

ま
り

は
待

降

節

で

あ

り
、

こ
れ

は
使

徒
聖

ア

ン
デ

レ
の
祝

日

(
一
一
月

三
〇

日
)

に

一

番

近

い
主

日

(
 

一
月
二

七

日
か
ら

一
二

月
三

日
ま

で

の
問

の

日
曜

日
)

か
ら

始

ま

る
。

「
聖
節

の
部

」

は
、

こ

の
待

降

節

第

一
主

日
か

ら

始
ま

り
、

聖
霊

降

臨

後

の
最

後

の
週

間

で
終

わ

る
。

「
聖

人
祝

日

の
部

」

は
、

個

々
の
聖

人

の
祝

日

で
あ

る
。

「
聖

人
共

通

典

礼

で
用

い
ら
れ

る
典

礼

文
」

は
、

聖

人

の
階

級
や

属
性

に

よ

っ
て
共

通

し

て
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用

い
ら
れ

る
も

の
、

「
[
般

並

び
に

特
別

の
場

合

に

用

い
ら

れ

る
ミ

サ

典
礼

文
」
は
、
随

意

ミ
サ
や

死
者

の

ミ
サ

の
た
め

の
も

の

で
あ

る
。

一
五
七
〇

年
、
教

皇
ピ

ウ

ス
五
世

は

『
ト
リ

エ
ン
ト
公
会

議
令

に

よ

る

ロ
ー

マ

・
ミ

サ
典

書

』

(
一
般

に

は

『
ロ
ー

マ

・
ミ
サ
典

書

』

と
略

す
)

を

発
行

し
、

そ

の
使

用
を

義

務
づ

け
た

。

そ

の
後

、
『
ロ

ー

マ

・
ミ
サ

典
書
』
は

―
六
〇

四
年

、

一
六
三

四
年

、

一
八
八

四
年
、

一
九

二
〇
年

の
改

訂
を
経

て
、

第

ニ
ヴ

ァ
チ
カ

ン
公
会

議

(
一
九
六

二
r

六

五
年

)
ま

で

の
約

四
〇

〇
年

間
、

カ
ト

リ

ッ
ク
教
会

で
使

用

さ
れ

て
き
た

(三
。

キ

リ

シ
タ

ン
時
代

の
日
本

に
お

い

て
も

、

ヨ
ー

ロ
ソ
バ

で
出
版
さ

れ
た

ミ
サ
典
書

が

日
本
語

訳
さ

れ

て

い
た

。
た

だ
し

、
バ

レ
ト
写
本

所
収
文

書
が
依

拠

し
た

ミ
サ
典

書
が

果
た

し

て

『
ロ
ー

マ

・
ミ
サ
典

書

』

だ

っ
た

か
ど

う

か

は

分

か
ら

な

い

〔一三
。

だ

が

、

文
書

2

・
3

・
4
に
収

め

ら
れ

て

い

る
聖
書

抜
抄

に

つ
い
て
、
『
ロ
ー

マ

・
ミ

サ

典
書

』
に
基

づ

く
ミ
サ

典
書

芭

の
も

の
と

比
較

し
て

み
た
と

こ
ろ
、

両
者

の
間

に
は
大

き
な
食

い
違

い
は
見

ら
れ
な

い

(表

一
～

三
参
照

。

な

お
、

そ
れ

ぞ

れ

の

〈
表
〉

に
記

し
た

小
題

は
、
私

に
日
本

語
訳

し

た

も

の
で
あ
り

、
適

宜

現
行

の
言

い
方

に
改
め

た
)
。
し
た

が

っ
て
、

バ

レ
ト
写

本
所

収

文
書

が
依

拠

し
た

典
礼

は
、
『
ロ
ー

マ

・
ミ

サ
典

書

』
と

ほ
と
ん

ど
変

わ
ら
な

い
内

容

の
も

の
だ

っ
た
と

見

て
も
大

過

は
な

い
だ
ろ

う
。

四

バ

レ
ト
写
本

所

収
文

書

の
う
ち

、
文
書

2

「主

日

の
福

音

書

」
は
、

主

日

(
1ー

日
曜

日
)

や
キ

リ

ス
ト

に
関
す

る
主
な

祝

日

の
ミ
サ

で
朗

読

す
る
福

音

書

の
章
句

を
集

め

た
も

の
で
あ

る
。

ミ

サ
典
書

で
言
え

ば

、
「聖
節

の
部

」
の
聖
書

抜

抄

を
編
纂

し
た

形
式

に
な

っ
て

い
る
。

こ
の
文
書

は
六
七

編

の
福
音

書

と

一
編

の
書

簡

(使
徒

言
行

録

)

の
合
計

六

八
編

か
ら

成

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
本
文

は

「
小

題

(
主

日
や

祝

日
名

)
」

「
出

典

(
書

名

と
章

番

号
ご

「
福

音

書

の
章

句

」

で
構

成

さ

れ

て

い
る
。
典

礼
暦

の
初

日
で
あ

る

「待

降
節

第

―
主

日
し

の

福

音
書

か
ら
始

ま

り
、
御

公
現

の
祝

日

の
週

の

「
御

公
現

の
八

日
間
」

の
福
音

書

で
終

わ

っ
て
い

る

(表

一
参

照

)
。

先

に
も

述

べ
た

よ
う

に
、

カ
ト

リ

ッ
ク
教
会

の

一
年

は
待

降

節
第

一
主

日

か
ら
始

ま

り
、

聖
霊
降

臨

後

の
最

後

の
週

間

で
終

わ

る
。

主

日
だ

け

で
言
う

な

ら
ば

、
聖

霊
降

臨

後

の

}
番
最

後

の
主

日
が

一
年

の
最

後

に
な

る
。

こ

の
文
書

の
場
合

、

一
年

で
最

後

の
主

日

は

「
聖

霊
降

臨

後

の
第

二
十

五
主

日
」

と

い
う

こ
と

に
な

る
。

こ

の
文
書

の
末

尾

に
収

め
ら

れ

て

い
る
三

編
、

す
な

わ

ち

「
灰

の

水

曜

日
」
と

「聖

木

曜

日

の
洗

足
式

の
福
音

」

と

「御

公

現

の
八

日

間

」
は
、

一
年

の
終
わ

り

で
あ

る

「聖

霊
降

臨
後

の
第

二
十

五
主

日
」

よ

り
も

後

に
収

め
ら

れ

て

い
て
、
典

礼

暦

に
よ

る
配

列
と

一
致

し
な

い
。

「
灰

の
水

曜

日
」

は

四
旬

節

の
始

ま

り

を
告

げ

る

日

で
あ

り
、

典

礼
暦

に
従

っ
て
配

置
す

れ
ば

「
四
旬

節

の
第

一
主

日
」

の
前

に
な

け
れ

ば

な

ら
な

い
。

同

じ
よ

う

に
、

「
聖
木

曜

日

の
洗

足
式

」

は
御
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受
難

の
主

日

の
後
、

「御

公

現

の
八
日

間
」

は
御

公

現

の
祝

日

の
週

に
あ

る
べ
き

も

の
で
あ
る
。

こ
の
三
編

だ
け
が

典
礼
暦

か
ら

外
れ

る
形

で
末
尾

に
収

め
ら

れ

て

い
る

の
は
、

バ

レ
ト

が
写

し
忘

れ
た

も

の
を

後

に
補

っ
て

写
し
た

と

い
う

可
能
性

が
考
え

ら
れ

る
。

も
ち

ろ
ん
、

バ

レ
ト

が
写

し
た
底

本

の
段
階

で
す

で
に
こ

の
順
序

で
書

か
れ

て

い
た

の
か
も

し
れ
な

い
。

い
ず

れ
に

せ
よ
、

こ
の
三
編
に

は
共
通
性

も

見
出

し
難

く
、
文

書
全

体

の
構

成

の
上
か

ら
考
え

て
も
、

わ
ざ
わ

ざ
末

尾

に
収
め

る
必

要
が

あ

る
と
は
考

え

に
く

い
。

と

こ
ろ

で
、
先

に
も
指

摘
し
た

よ
う

に
、
主

に
福

音
書

が
集

め

ら

れ

て

い
る

こ

の
文

書

の
中

に
、

一
編

だ
け

、

「
聖

霊
降

臨

大
祝

日
の

主

日
」

の
ミ
サ

で
朗

読
す

る
書
簡

(
こ
こ
で

は
使
徒

言
行

録
第

二
章

一
i

一
一
節

)
が
収

め
ら

れ
て

い
る
。

一
般
的

な

ミ
サ

で
は
、

祈
祷

や
聖

歌

の
後

、

「書

簡

」
と

呼
ば

れ

る
福
音

書

以
外

の
聖
書

の
章

句

の
朗

読
が

あ

り
、

そ

の
後

に
聖

歌
が

あ

っ
て
、

「福

音

書

朗
読

」

に

移

る
。

つ
ま

り
、

「聖

霊
降

臨
大

祝

日

の
主

日
」

の
ミ
サ

の
場

合

で

言
え
ば

、
祈
祷

や

聖
歌

に
続

い
て

「使

徒
言

行
録
第

二
章

―
ー

}
}

節

」

が
朗

読

さ

れ
、

そ

の
後

の
聖
歌

に
続

い
て
、

「
ヨ

ハ
ネ
福

音

書

第

一
四
章

二
三
-

三

一
節

」
が

朗
読
さ

れ

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

こ

の

「主

日

の
福
音

書
」

と

い
う

文
書

は
、

そ

の
標
題

か
ら
考

え

れ
ば

、
福

音

書
奉

読
集

(団
≦
謁
o
蕾
ユ
¢
ヨ
)

か
ら

の
抜

粋

で
あ

る
よ

う

に
見
え

る
。

し
か

し
、

こ
の
文
書

が
福
音

書

の
聖
書

抜
抄

だ
け

を

集
め

た
福
音

書
奉

読
集

を
写

し
た
も

の
で
あ

る
な

ら

ば
、

書
簡

に
相

当
す

る
使

徒

言
行
録

の
章

句

が

こ

こ
に
混

入
す

る

は
ず
が

な

い
。

そ

こ
で
、

こ
の
文
書

は
、

ミ
サ

で
朗

読
す

る
書
簡

と
福

音
書

の
両
方

の

章

句

を

集

め

た
朗

読

集

(一U
OO
二
〇
コ
"
「一垢
ヨ
)

か

ら
、

福

音

書

の
章

句

だ

け
を

抜
粋

し

て
写

し
た
も

の
だ

と
推

定
す

る

こ
と

が

で
き

る
。
朗

読

集

か
ら

福
音

書

だ

け

を
抜

粋

し

よ
う

と

し
た

と
き

に
、

(誤

っ
て

か
、

そ
れ

と
も
何

ら

か

の
実
用

性
を

考

え

て
か
)
書

簡

の
章
句

も

一

緒

に

写

し
た

の
だ
と

考
え

れ
ば

、

こ

の
混

入

の
理

由
を

説

明

で
き
る

の

で
あ

る
。五

バ

レ
ト

写
本

所
収

文
書

の
う

ち
、

文

書

7

「聖

人

の
祝

日

の
福

音

書

」

は
、

聖
人

の
固
定

祝

日
や

そ

れ
以

外

の
固
定
祝

日

の
ミ
サ
典

礼

で
朗
読

す

る
福
音

書

の
章

句
を

集

め
た

も

の

で
あ

る
。

そ
れ

ぞ

れ

の

本

文

は

「
小

題

(祝

日

名
)
」

「
出
典

(書

名

と

章

番
号

)
」

「
福
音

書

の
章

句

」

で
構

成
さ

れ

て

い
る
。

ミ

サ
典

書

で
言

え
ば

、

「
聖

人

祝

日

の
部

」
と

「
聖
人
共

通

典
礼

に
用

い
ら

れ

る

ミ
サ
典
礼

文

」

の

聖
書

抜
抄

を

編
纂

し
た

形
式

に
な

っ
て

い
る
。

こ

の
文
書

に
収

め
ら

れ

て

い
る
祝

日

は

〈表

四
〉
の
通

り
で

あ
る
。

小

題

は
私

に
日
本

語

訳
し

た
も

の
で
あ

り
、

適
宜

現
行

の
言

い
方

に

改

め

た

(所

収
順

に
番

号
を

付

す

)
。

小

題

は

原
則

と

し

て
ラ

テ

ン

語
や
ポ

ル
ト

ガ

ル
語

で
書

か
れ

て
い
る
が

、

一
部

に

日
本

語
が

混
ざ

っ
て
い
る

も

の

(
23

・
24

・
25
)
や

、
全

て
日
本

語

で
書

か
れ

て

い
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る
も

の

(
26
)

も
あ

る
。
ま

た
、
各

祝

日

の
日
付

は
第

ニ
ヴ

ァ
チ

カ

ン
公
会
議

以
前

の
も

の
で
あ

る
。

ミ
サ
典

書

の

「聖

人
祝

日

の
部

」

は
使
徒

聖

ア

ン
デ

レ
の
祝

日

の

「
前

日
」

か

ら
始
ま

る
が
、

聖

ア

ン
デ

レ
の
祝

日
は
典

礼
暦

で

一
番

初

め

の
大

祝

日
と
位

置
づ

け
ら

れ

て
い
る
。

し
た

が

っ
て
、

こ
の
文

書

で
も
典

礼
暦

に
従

っ
て
、
使
徒

聖

ア

ン
デ

レ
の
祝

日
を
筆

頭

に
置

い
て

い
る

の
で
あ

る
。

こ
こ

に
収

め
ら

れ

て

い
る
福

音
書

の
配
列

は
、

(
1
)

「
使
徒

聖

ア

ン
デ

レ

の
祝

日

」

(
一

一
月
三

〇

日

)

か

ら

(
19
)

「
死
者

の
記

念

の
祝

日
」

(
一
一
月

二

日
)

ま

で

の
前

半

部

は
、

各

祝

日

の
日
付

頃

に
な

っ
て

い
る
。

な
お
、

(
4
)

「使

徒
聖

マ
チ

ア

の
祝

日
と
聖

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
の
祝

日
」

の
場

合
、
祝

日

の
日
付

が

別

で
あ

る

二
人

の
聖

人

の
名
が
、

同

じ

一
つ
の
小
題

に
挙
げ

ら

れ

て
い
る
。

た

だ
し
、

こ

こ
で
は
聖

マ
チ

ア

の
祝

日

(
二
月

二
四

日
)

の
方

が
主

で
あ

っ
て
、

こ
こ
に
聖

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
の
名

が
併

記
さ

れ

て

い
る

の
は
、

聖

マ
チ

ア

の
祝

日

の
ミ

サ

で
朗
読

す

る
福
音

書

の
章
句

が
、

聖

フ
ラ

ン

シ
ス

コ
の
祝

日

(
一

〇

月

四
日
)
の
ミ
サ

で
も
用

い
ら

れ

る
か

ら
で
あ

る
。

つ
ま

り
、
「
聖

マ
チ

ア

の
祝

日

の
ミ
サ

で
用

い
る

こ

の
福

音
書

の
章

句

は
、

聖

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
の
祝

日
の

ミ
サ

で
も
用

い
る
」

と

い
う
意

味

で
、

聖

フ
ラ

ン
シ

ス

コ
の
名

が
併

記
さ
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ
で
、

こ

の
文
書

に
は
、

一
部
、

典

礼

で
定

め

ら
れ

て

い
る

も

の
と

は
違

う
福

音
書

の
章

句
が

書
か

れ

て

い
る
も

の
が
あ

る
。

典

礼

に
よ

る
祝

日
と

福
音

書

の
章

句
が

一
致

し

な

い

の
は
、

(
11
)

「
雪

の
聖

母

マ
リ

ア

の
祝

日
」

と

(
B
)

「
聖
母

被

昇

天

の
祝

日

」
、

そ

し

て

(
27
)
「聖

女

マ
グ
ダ

ラ

の

マ
リ

ア

の
祝

日
と

聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日

」

の
う
ち

の

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

で
あ

る
。

(
H
)

「雪

の
聖
母

マ
リ

ア
の
祝

日
」

に

は
、

典

礼
に

よ
れ

ば

「
ル

カ

福
音

書
第

二

一
章

二

五
-

三
三
節

」

が
該

当

す

る
は

ず

で
あ

る
。

し

か
し
、
こ
の
文

書

で
は

「
ル
カ
福

音

書
第

一
一
章

二
七
―

二

八
節

」

が

あ

て
ら

れ

て

い
る
。
ち

な

み
に

、

こ

の

「
ル
カ
福

音

書
第

一
一
章

二
七
―

二
八
節

」

は
、
本

当

は

「
聖

母
被

昇

天

の
前

日
」

の
ミ

サ

で

朗

読
す

る
章
句

で
あ

る
。

(
B
V

「
聖
母

被
昇

天

の
祝

日
」

に

は
、
典

礼
に

よ
れ

ば

「
ル
カ
福

音

書
第

=
早
四

}
ー

五
〇

節
」

が

該
当

す

る

は
ず

で
あ

る
が
、

こ
の

文

書

で

は

「
ル
カ
福

音
書

第

一
〇

章

三
八
-

四

二
節

」

が

あ

て
ら
れ

て

い
る
。

こ
の

「
ル
カ
福

音
書

第

一
〇
章

三

八
ー

四

二
節

」

は
、
本

当

は

「聖

女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

に
朗
読

す

る

章
句

で
あ

る
。

(
27
)
「
聖
女

マ
グ
ダ

ラ

の

マ
リ

ア

の
祝

日
と

聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
し

に

は
、

小
題

に

「Q。
o
把
。

3
α

σ
0

ぎ

密
ω8

Qo
.ゆ

℃
o
。。樽

℃
9
ωω
δ
三
い

U
o
∋
巨

$
量

(
こ
れ

は

ま

た

受
難

の
主

日

の
後

の
聖

な

る
祝

日

で

も

使
わ

れ

る

)
と

い
う

副
題

が

添

え

ら
れ

て

い

て
、

「
ル
カ
福

音

書

第

七
章

三

六
-

五
〇

節

」
が

あ

て

ら

れ

て

い
る

。

「
ル
カ

福
音

書

第

七

章

三

六
-

五

〇
節

」

は
、

典

礼

に

よ

れ
ば

、

「
聖
女

マ
グ
ダ

ラ

の

マ
リ

ア

の
祝

日
」

と

「受

難

の
週

の
木

曜

日
」

の
ミ
サ

で
朗

読
す

る

も

の
で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、

こ
の
章

句

は
、

小

題

の

「聖

女

マ
グ
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ダ

ラ

の

マ
リ

ア

の
祝

日
」

と
そ

の
副
題

「受
難

の
週

の
木

曜

日
」

の

も

の
と

し

て
は
、
典

礼
と

一
致
す

る
。

し
か

し
、

小
題

に
も

う

一
人

名
前

が
挙
げ

ら
れ

て

い
る

「聖
女

マ
ル
タ
」

の
祝

日

に

つ
い
て

は
、

典
礼

と

は

一
致

し
な

い
。

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

に
朗

読
す

べ
き

章
句

は

「
ル
カ
福

音
書
第

一
〇
章

三
八
-

四

二
節

」

で
あ

っ
て
、

こ

こ
に
収
め

ら
れ

て

い
る
も

の
と

は
違
う

の
で
あ

る
。

以
上

の
三
例

に

つ
い
て

は
、

バ

レ
ト
が
底

本

を
写

す
時

に
何

ら
か

の
誤

解
が

あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。

た

だ
し
、

本
稿

で

参
照

し
た

ミ
サ
典

書

の
内

容
が

、
バ

レ
ト

写
本

が
依

拠
し

た
典
礼

と

異
な

っ
て

い
る

の
で
は
な

い
か
、
と

い
う

可
能

性
も

完
全

に
は

否
定

で
き
な

い
か
も

し
れ
な

い
。
だ

が
、

こ

の
三
例

を
除

い
た
全

て
の
聖

人

の
祝

日
と
福
音

書

は
、

本
稿

で
参
照

し
た
ミ

サ
典
書

の
内

容

と

一

致

し
て

い
る

の
で
あ

る
。

特

に
こ

の
三
例

の
祝

日
に

つ
い
て
だ
け

、

バ

レ
ト
写
本

が
依

拠

し
た
典
礼

と
本
稿

で
参

照

し
た

典
礼

と

で
は
異

な

っ
て

い
る
、
と

積
極
的

に
肯

定
す

る
必

要

は
な

い
だ
ろ

う
。

ま

ず
、
(
11
)
「
雪

の
聖
母

マ
リ

ア

の
祝

日
」
に

つ
い
て
検
討
す

る
。

こ
こ

で
は

「
雪

の
聖
母

マ
リ

ア

の
祝

日
」

(
八
月

五

日
)

の
福

音

書

の
代
わ

り

に

「
聖

母
被

昇
天

の
前

日

」

(
八

月

一
四

日
)

の
福

音

書

が

誤

っ
て
あ

て
ら

れ
て

い
る
わ
け

で
あ

る
が

、

こ
れ

は

「雪

の
聖

母

マ
リ

ア
の
祝

日
」
と

「聖

母
被

昇

天

の
前

日
」

の
日
付

が
近

い

こ
と

が
、

そ

の
理

由
と

し

て
考

え
ら

れ
る

の

で
は
な

か
ろ
う

か
。

こ

の

文

書

で

は

、

(
11
)

「
雪

の

聖

母

マ

リ

ア

の

祝

日

」

(八

月

五

日

)
、

(
12

)

「聖

ラ

ウ

レ

ン

チ

オ

殉

教

者

の
祝

日

」

(
八

月

一
〇

日
)
、

(
13
)

「
聖

母
被

昇

天

の
祝

日
」

(
八

月

一
五

日
)
、

と

い
う

順

序

で
福
音

書
が

収

め
ら

れ

て
い

る
。
「
聖
母
被

昇

天

の
前

日
」
は

(
12
)

と

(
13
)
の
間

に
位

置
す

る
祝

日

で
あ

り
、

(
11
)
か
ら

も

そ
れ

ほ
ど
離

れ

て
は

い
な

い
。

ま

た
、

「
雪

の
聖

母

マ
リ

ア

の
祝

日
」

も

「
聖

母

被

昇
天

の
前

日
」

も
、

と

も
に

聖
母

マ
リ

ア

に
関
す

る
祝

日
で
あ

る

と

い
う

こ
と

に
も

留
意

し

た

い
。

小
題

の
祝

日
名

と
福

音
書

の
章
句

の
組

み
合

わ

せ
に
食

い
違

い
が

生

じ
た

理
由

と
し

て
考

え

ら
れ

る

の
は
、

底
本

か
ら

写
す

段
階

に
お

け

る
錯

簡

で
あ

る
。

「
聖
母
被

昇

天

の
祝

日
」

は
大
祝

日
だ
が

、
そ

の

「前

日
」

は
祝

日
で

は
な

い
。
と

こ
ろ
が
、

こ

の

「聖

人

の
祝

日

の
福
音

書

」

と

い

う

文
書

の
小
題

に
は
、

主

要
な

聖

人

の
祝

日
し
か

挙
げ

ら
れ

て

い
な

い
。

つ
ま

り
、
祝

日
で
は

な

い

「聖

母
被

昇

天

の
祝

日

の
前

日
」

に

朗

読
す

る
福

音
書

の
章
句

は
、

本
来

な

ら
ば

こ
の
文
書

に

は
記

載
さ

れ

る
予
定

は
な

か

っ
た

は
ず
な

の
で
あ

る
。

そ

こ

に

「聖

母
被

昇

天

の
祝

日

の
前

日
」
の
た
め

の
福

音
書

の
章

句

が
紛

れ

込
む

と
す

れ
ば

、

そ
れ

は

「
聖
母
被

昇

天

の
祝

日

の
前

日
」

の
福

音
書

の
章

句

も
記

載

し

て

い
る
書
物

か
ら

、

写
す

べ
き

本

文
を

取
捨

選
択

し
な

が

ら

写
本

を
制

作

し
た

場
合

で
あ

ろ
う
。

こ

の

「
聖

人

の
祝

日

の
福

音
書

」

と

い
う
文

書

は
、

主
要

な
祝

日

以

外

の
日

(
お

そ
ら
く

は

毎

日
)

の
聖
書

抜
抄

を

記
載

し

て

い
る
朗

読
集

か
ら
、
主

要

な
祝

日
だ

け
を

抜

粋
し

た
も

の
だ

と

仮
定

す

れ
ば
、

こ

の
よ
う
な

誤

り
が
起

き

た
理

由
を

説
明

す

る

こ
と
が

で
き

る

の
で
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あ

る
。「聖

母
被

昇

天

の
前

日
」

が
小
題

に
存

在

し
な

い

の
は
、

こ

の
日

が
祝

日

で
は
な

い

の
で
、
主

要
な
祝

日
ば

か

り
を
集

め

た

こ

の
文

書

に
は
載

せ
る
必
要

は
な

い
と

判
断
さ

れ

た
か
ら

だ
、
と
推

測

で
き

る
。

と

こ
ろ

で
、

「
雪

の
聖
母

マ
リ

ア

の
祝

目
」

と

「
聖

母
被

昇

天

の

前

日
レ

は
日
付

が
近

い
。

こ

の
文

書

の
原
本

に

お

い
て
、

そ
れ
ぞ

れ

の
福
音
書

の
章

句
を

収
め
た

箇
所

は
あ

ま

り
離

れ

て
い
な

か

っ
た

と

推

測
さ

れ
る
。

多

く

の
祈
祷

文
や

聖
歌

を
同
時

に
記

載

し

て
い
る

ミ
サ
典

書
な

ら

ば
、

両
者

の
距

離
は
多

少
離

れ

る

こ
と

に
な

ろ
う

が
、

書
簡

と
福

音

書

の
章
句

だ
け

で
構
成

さ
れ

て
い
る
朗

読
集

な
ら

ば
、

日
付

の
近

い

「
雪

の
聖

母

マ
リ
ア

の
祝

日
」
と

「聖

母
被

昇

天

の
前

日
」

の
福

音

書

の
章

句

が
か
な

り
近

い
場

所

に
記
さ

れ

て

い
た

と

い
う
想

定

に
も

無

理
は
あ

る
ま

い
。

一
ペ
ー

ジ

の
情
報

量
が

非
常

に
多

い
書

物

で
あ

っ
た
場

合

に
は

、

「
雪

の
聖

母

マ
リ

ア
の
祝

日

」
と

「
聖
母

被
昇

天

の
前

日
」

の
福
音

書

の
章
句

は
、

同

じ
見

開
き

か
同

じ
ペ

ー
ジ

に
収

め
ら
れ

て

い
た

こ
と

も
充

分

に
考

え

ら
れ

る
。

そ

の
近
さ

ゆ
え

に
、

写
す
と

き
に

見
誤

っ
て

「
雪

の
聖
母

マ
リ

ア

の
祝

日
」

の
福
音

書
を

写
す

べ
き
場

所

に

「
聖

母
被
昇

天

の
前

日
」

の
福
音

書

を
書

き
写

し

て

し
ま

っ
た

と

は
考

え
ら

れ
な

い
だ

ろ
う

か
。

さ

ら

に
、

祝

日

の
近
さ

に
加
え

て
、

両
者

と
も

に
聖

母

マ
リ

ア
に

関
係

す

る
祝

日

で
あ

っ
た

た

め
に
、

原
本

の
標

題

を
見

誤

っ
た
可

能

性

も
考

え
ら
れ

る
。
写
本

に
は

小
題

で

「雪

の
聖
母

マ
リ

ア

の
祝

日
」

と
書

き

写
し

て
お

き
な

が

ら
、

同

じ
"

聖

母

マ
リ

ア

"
関

係

の
文
字

に

つ
ら
れ

て
、

採

用

し
な

い
は
ず

の

「聖

母
被

昇

天

の
前

日
」

の
箇

所

に
目

が
移

っ
て
し

ま

い
、

そ

の
日

の
福

音

書
を

書

き
写

し

て
し
ま

っ
た

、

と

い
う

可
能
性

も
あ

る
だ

ろ

う
。

次
は

、

(
B
)

「
聖

母
被

昇
天

の
祝

日

」

に

つ
い

て
検
討

す

る
。

こ

こ
に
収

め

ら
れ

て

い
る
福

音
書

の
章

句

は
、

本

来
な

ら
ば

「
聖
女

マ

ル
タ
」

の
祝

日
に
朗

読
す

る
も

の
で
あ

る
。

な

お
、

聖
女

マ
ル
タ

の

名

は
、

(
27
)

「
聖
女

マ
グ

ダ

ラ

の

マ
リ

ア
の
祝

日
と

聖

女

マ
ル
タ

の

祝

日
」

の
小
題

に
挙

げ
ら

れ

て

い
る
。

こ
の
誤

り

に

つ
い

て
は
、

(
27
)

「聖

女

マ
グ
ダ

ラ

の

マ
リ

ア

の
祝

日
と
聖

女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

の
う

ち

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

の
問

題

と
関

係
が

あ

る
よ

う

に
思
わ

れ

る
。

先

に
述

べ
た

よ
う

に
、

(
27
)
に

は

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

に
朗

読

す

る
福
音

書

の
章

句

は
掲
載

さ

れ

て

い
な

い
。

そ
し

て
、

そ

の
閤

題

の

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日
」

に
該
当

す

べ

き
章

句
が

、

(
13
)

「聖

母
被
昇

天

の
祝

日
」

の
箇

所

に
、

ち

ょ
う

ど

「移

動
」

し

た
か

の
よ

う

に
、

誤

っ
て
あ

て
ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る
。

こ

の

「
移

動
」

は
、

た
だ

の
偶

然

と

い
う

可
能
性

も

否
定

は

で
き

な

い
が
、

あ

る

い
は
、

何

ら
か

の
理

由

で

「
聖
女

マ
ル
タ

の
祝

日

」
の
福
音

書

の
章

句

を

「聖

母
被

昇

天

の
祝

日
」

の
箇

所
に

誤

っ
て
書

い

て
し
ま

っ
た

の
で

は
な

か

ろ
う

か
。

ど

こ

ろ

で
、

「
聖

人

の
祝

日

の
福

音

書

」

の
後

半

部

、

(
20
)

「
使
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徒

聖
パ

ウ

ロ
の
記
念

の
祝

日
」

以
降

は
、
典
礼

暦

の
順
序

と

は

}
致

し
て

い
な

い
。

そ

こ
で
、

(
20
)
か

ら

(
27
)
ま

で
は
増

補
部

分

で
は
な

い
か

と
考
え

ら
れ

る

の
だ

が
、

そ

の
増
補

も

、
決

し

て
無
作

為

に
し

た
も

の

で
は
な

い
こ
と
が
窺

え

る
。
特

に

(
21
)
(
23
)
(
24
)
(
25
)
に

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
小
題

の
下
に
副
題

が
付
け

ら
れ

て
い
て
、

こ
の
副
題

を

検
討
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

こ
の
部
分

の
共

通
点

を
見

出
す

こ
と

が

で
き

る
。

つ
ま

り
、

(
21
)
(
23
)
(
24
)
(
25
)
は
、

そ
れ
ま

で

の
典
礼

暦

に
よ

る

配
列

と

い
う
分

類

で
は

な
く

、

「
聖

人
共

通
典

礼

」

と

い
う

分
類

に
な

っ
て
い
る

の
で
あ

る
。

(
21
)

「使

徒
聖

パ

ウ

ロ
の
回

心

の
祝

日
と

大
修

道

院
長

の
祝

日
」

に
は

、

「ぎ

ロ
ニ
諭
9

9

8
"
審
p

」

(
司
教
と

証

聖
者
)

と

い
う
、

小

題
に
対

す

る
バ

レ
ト
自
筆

の
欄
外

注
記

が
あ

る
。

こ
れ
は
、

小
題

に

「
司
教

と
証

聖
者
」

を
さ

ら
に
追

加
す

る
た

め

の
注

記
で
あ

る
と

考

え
ら

れ
る
。

「大
修

道
院

長

の
祝

日
」
と

は
、
固

有

の
祝

日
名

で
は
な

く
、

大

修

道
院

長

で
あ

る
す

べ
て

の
聖

人

の
祝

日
を

指

し

て
い
る
。

ミ
サ

典

書

で
は

「大

修
道

院
長

の
共
通

ミ
サ
」

と

い
う

形

で
記
載
さ

れ

て

い

る
。

こ

の
文

書

で
は
、

(
21
)
に

「
マ
タ
イ
福

音

書
第

一
九

章

二
七
-

二
九

節
」

を
あ

て

て
い
る
。

こ

の
章

句

は
、
典

礼

に
よ

れ
ば

「
使
徒

聖
パ

ウ

ロ
の
回
心

の
祝

日
」
と

、

「
大
修

道

院

長

の
共

通

ミ
サ

」

の

両
方

で
朗
読

さ

れ
る

こ
と

に
な

っ
て

い
て
、

典

礼
と

一
致

す

る
。

た

だ

し
、

バ

レ
ト

の
欄
外
注

記

に
あ

る

「
司
教
と

証
聖

者
」

と

い

う
注

記

に
は
問

題
が

あ
る
。

こ

の

「
司
教

と

証
聖
者

」

に
関
わ

る
祝

日

は
、

「
司
教

証

聖
者

」

の
祝

日
と

「
司
教

で
な

い
証

聖

者
」

の
祝

日

と
が

あ

る
。

典

礼

に
よ

れ
ば

、

「
司
教

証

聖
者

の
共

通

ミ
サ

」

で

は

「
マ
タ
イ
福

音
書

第

二

四
章

四

二
ー

四
七
節

ま
た

は
第

二
五
章

一

四
i

二

三
節

」
を
、

「
司
教

で
な

い
証

聖
者

の
共

通

ミ
サ

」
で
は

「
ル

カ

福
音

書
第

一
二
章

三
二
―

三

四
節

ま
た

は
第

一
二
章

三
五
ー

四
〇

節

」

を
朗

読
す

る

こ
と

に
な

っ
て

い
て
、

ど
ち

ら
も

(
21
)
に
あ

て
ら

れ

て

い
る
章

句
と

は
合

わ

な

い

の
で
あ

る
。

こ
れ

は
、

バ

レ
ト
が

注

記

を
誤

っ
た

の
で
は
な

い
か
と

思
わ

れ

る
。

(
23
)

「
聖

女

カ

タ

リ

ナ

の
祝

日
と

聖

女

イ

ネ

ス

の
祝

日
」

に

は

こ
≦
ゆ雷

ヨ
o
「o
ヨ
o
「曾
o
≦
「σ。
'
9

ζ
o
ヌ

団
仁
碧
o。
o
】.
」

〔
ま

た
諸

々
の

ビ

ル
ゼ

ン

エ
ツ

マ
ル
チ

ル

エ
ワ

ン
ゼ

リ

ヨ
〕

(童

貞

と

殉
教

者

の
福

音

書

)
と

い
う

副
題

が

あ

り
、

「
マ
タ

イ
福

音

書

第

二

五
章

一
1

=

二
節

」
が

あ

て
ら

れ

て

い
る
。

こ

の
章

句

は
、

聖
女

カ

タ
リ

ナ

や
聖

女

イ
ネ

ス
以

外

に
も
、

す

べ

て
の
童
貞

殉
教

者

の
ミ
サ

(童

貞

殉
教
者

の
共
通

ミ
サ

)

で
朗

読
す

る
も

の
で
あ

り
、
典

礼

と

}
致

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
。

(
24

)

「
聖

女

ル

シ

ア

と

聖

女

ア

ナ

の
祝

日

」

に

は

「
竃
p
雷

ヨ
o
δ
ヨ
o
お
ぎ

百
畔
σ。
°
ζ
p
∂
、邑

母
四
鐸
把

弓
o
巳
ロ
5
0
団
§
づ
㈹
゜
」

〔ま

た

諸

々
の

ビ

ル
ゼ

ン

マ
ル
チ

ル
に

あ

ら
ざ

る
女

人

の

エ
ワ

ン
ゼ

リ

ヨ
〕

(童

貞

・
殉

教

者

で
な

い
女

性

の
福

音

書
)

と

い
う

副
題

が

あ

り
、

「
マ
タ
イ

福
音

書

第

=
二
章

四

四
ー

五

二
節

」

が

あ

て

ら

れ

て

い
る
。

こ

の
章

句

は
、
聖

女

ル

シ
ア
や

聖
女

ア
ナ

以
外

に
も

、
す

べ

て

の
童
貞

聖
女

以

外

の
聖
女

の
ミ
サ

(聖
女

の
共

通
ミ

サ
V

で
朗
読

一47一



す

る
も

の
で
あ

り
、
典

礼
と

一
致

し
て

い
る

こ
と

に
な

る
。

(
25
)
「
四
入

の
教
会

博
士

の
祝

日
」
は

、
「大

修
道

院
長

の
祝

日
」

の
場
合

と

同
様
、

固

有

の
祝

日
名

で

は
な

く
、

「教

会

博

士
」

と

呼

ば

れ
る
す

べ

て
の
聖
人

の
祝

日
を
指

し

て

い
る
。

こ

こ
に
は

「
教
会

博

士
」

の
た
め

の
祝

日

の
ミ
サ

(
教
会
博

士

の
共

通

ミ
サ
)

で
朗

読

す

る

「
マ
タ
イ
福

音
書

第

五
章

=
二
ー

一
九
節

」
が

収

め
ら

れ

て
お

り
、
典

礼
と

一
致
し

て

い
る
。

バ

レ
ト

写
本

で
特

に

「
四
人

の
」

と

し
て

い
る
の
は

、
「
ラ

テ

ン
教

会
四
大

博

士
」
と

し

て
特

に
有
名

な
、

聖

ア

ン
ブ

ロ
シ
ウ

ス

・
聖

ア
ウ
グ

ス
テ

ィ
ヌ

ス

・
聖

ヒ

エ

ロ
ニ
ム

ス

・
聖
グ

レ
ゴ
リ

ウ

ス

一
世
、

と

い
う

四
人

の
教
会

博

士
を
指

し

て

の

こ
と

で
あ

ろ
う
。

と
こ
ろ

で
、

小
題

の
祝

日
名
と

福
音

書

の
章

句

が
典

礼

の
も

の
と

一
致

し

て
い
な

い
と

い
う

こ
と
に
、

写

し

て
い

る
バ

レ
ト
本

人

は
気

が
付

か
な

か

っ
た

の
だ

ろ
う

か
。

特

に
主
要

な
祝

日

に

つ
い

て
は
、

神

父
で
あ

る
バ

レ
ト
な

ら
ば

、

そ

の
日
に
朗
読

す

る
福

音
書

の
章

句

く

ら

い
は
覚

え

て

い
そ
う
な

も

の

で
あ

る
。

た
だ

し
、
バ

レ
ト

は

こ
の
写
本

が
成

立

し
た
前

年

に
来

日

し
た
ば

か

り
だ

っ
た
。

彼
が

ま
だ

日
本

語
に

は
不

慣
れ
だ

っ
た

で
あ

ろ
う

こ

と
は
、

考
慮

に

入
れ
な

く
て

は
な

ら
な

い
。

こ

の
文

書

に
収

め
ら

れ

て

い
る
小
題

は
ポ

ル
ト
ガ

ル
語
で
も
、

本

文

は

ロ
ー

マ
字

書

き

の
日

本
語
だ

か
ら

、
ま

だ

日
本

語

に
不
慣

れ
な

バ

レ
ト

に
と

っ
て
は
、
福

音

書

の
章
句

と
小
題

の
祝

日
名

と
が

一
致

し

て

い
な

い
こ
と

に
気
付

く

の
は
難

し
か

っ
た

の
だ

ろ

う
。

な

お
、

(
26
)

「
ナ
タ

ル
と

い
ふ
祝

ひ
」

の
存
在

は
特

異

で
あ

る
。

こ

の

一
編

は
福

音
書

で
は
な

い
。

し

た
が

っ
て
、

な
ぜ

こ
れ
が

福
音

書
集

の
中

に

収
め

ら

れ
て

い
る

の

か
、

判
然

と

し
な

い
。

福
音

書
集

の
増
補

部

分

の
可
能

性

が
あ

る
場

所

に
位

置

し

て

い
る
た

め
、

増
補

作
業

の
際

に
混

入
し

た
可
能

性

も
あ

る

。

そ
れ

が

誤

っ
て

の

こ
と

だ

っ
た

の
か
、

何

か
目
的

が

あ

っ
て

そ
う

な

っ
た

の
か
は

よ
く

分

か
ら

な

い

宝
〕。

以
上

の
よ

う

に
、

バ

レ
ト
写

本

所
収

文
書

の
構
成

に

つ
い
て
考

察

し
た
結

果
、

福

音
書

を
集

め
た

文

書

は
、

ミ

サ

で
朗
読

す

る
書

簡
と

福

音
書

を
集

め

た

「
朗
読

集
」

か

ら

の
抜

粋
だ

と

い
う

こ
と

が
推

定

で
き
た

。
ま

た
、

そ

の
配

列
や

誤

写

の
痕
跡

か
ら

は
、

こ
の
文
書

は

実

用
的

な

目
的

を
も

っ
て
写
さ

れ

た
も

の
だ

と

い
う

こ
と
が

読

み
取

れ

る
。

こ

の
文

書

は
、
神

父

に
と

っ
て
最

も
大

事

な

ミ
サ

と

い
う
場

面
に

お

い
て
、

す
ぐ

に
役

に
立

つ
文
書

だ

っ
た

は
ず

で
あ

る
。

ま
た

、

写
本

そ

の
も

の

の
構

成

か

ら
も

、

こ

の
写
本

が
あ

る

種

の

意

図

を
持

っ
て
構
成

さ

れ
た
文

書

集

で
あ

る

こ
と

が
分

か

る
。

イ

エ

ズ

ス
会

は
多

く

の
キ
リ

シ
タ

ン
版

を

出
版

し

た
が

、
多

く

は

一
冊

で

一
作

品

に
な

っ
て

い
る
。

し
か

し
考

え

て

み
れ
ば

、

布
教

活
動

の
現

場

で
本
当

に

必
要

と
さ

れ

て

い
た

の
は

、
ま

さ

に
バ

レ
ト

写
本

の
よ

う
な

、

何
種

類
も

の
文
書

か
ら

布
教

活

動

に
必

要
な

も

の
を

選
ん

で

集

め
便
利

な

文
書

集
だ

っ
た

の
で
は

な

い
か

。

バ

レ
ト
写

本

の
構
成

と

そ

の
内
容

か

ら

は
、
当

時

の
布

教

活
動

に

一48一



お
け

る
現
場

の
生

の
様

子
が
伝
わ

っ
て
く

る

の
で
あ

る
。

〈注

〉

(
一
)

上

智

大

学

編

『
カ

ト

リ

ッ

ク
大

辞

典

』

(
冨

山

房

一
九

四

〇

ー

六

〇

)

の

「聖

書

抜

抄

」
、

「福

音

書

奉

読

集

㌧
、

「
朗

読

集

」

の

項

目

参

照

。

(
二

V
『
カ

ト

リ

ッ
ク

大
辞

典

』

の

「
ミ
サ

典

書

」

の
項

目

参

照

。

(三
)

ロ
ペ

ス

・
ガ

イ
著

、
井

手

勝

美

訳

『
キ

リ

シ

タ

ン
時

代

の
典

礼

』

(キ

リ
シ
タ

ン
文
化
研
究
会

一
九
八

三
)

二

一
八
-

二
四
五
頁
。

ト

リ

エ
ン
ト

公
会
議

の
規
範
と
教
義

に
基
づ

く
典
礼
書

で
あ
る

『
ト

レ

ド
提

要
』

(
一
五
八
三
年

に
サ

マ
ラ
ン
カ
で
出
版
)
が

、
『
サ
カ

ラ
メ

ン
タ

提
要
』

(
=

ハ
〇

五
年

長
崎
版
)

に
直

接
的
な

影
響
を
与

え
た

こ
と
が
指
摘

さ
れ
て

い
る
。

こ
の
よ
う

に
、

ロ
ー

マ

ニ
ミ
サ
典
書

が

キ
リ

シ
タ

ン
時
代

に
導
入
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ

る
が
、

そ

れ
が

い
つ
か
ら

の
こ
と
だ

っ
た

の
か
は
は

つ
き

り
し
な

い
。

(
四
)

フ

ェ
デ

リ

コ

・
バ

ル
バ

ロ
訳
編

『
毎

日

の
ミ
サ
典
書

』

(
=
二

版

ド

ン

・
ボ

ス

コ
社

一
九
六
九
。

初
版

は

一
九

五
五
)
。
現
在

の

カ

ト
リ

ッ
ク
教
会

で
使
用
さ

れ
て

い
る

ミ
サ
典

書
は
、

一
九
六

ニ
ー

六
五
年

の
第

ニ
ヴ

ァ
チ
カ
ン
公
会

議

で
定

め
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。

ミ
サ
典

礼

は
第

ニ
ヴ

ア
チ
カ

ン
公
会

議

で
大
幅

に
改

訂
さ

れ

た
た

め
、

そ
れ
以
降
に
使

用
さ
れ

て

い
る
ミ
サ

典
書
は
、

一
五
四

五
―

六

三
年

の
ト
リ

エ
ン
ト
公
会
議

以
来
使
用
さ

れ

て
き

た

『
ロ
ー

マ

・
ミ

サ
典
書
』

と
は
、
祝

日
の
日
付
や

ミ
サ

で
朗
読
す

る
聖
書

の
章

句
な

ど
が
大

幅
に
異
な

っ
て
い
る
。

本
来
な

ら
ば

日
本

の
キ
リ

シ
タ

ン
が

使
用

し
た

ミ
サ
典

書
、
あ

る

い
は
同
時

代

に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ

で
使
用
さ

れ
て

い
た

ミ
サ
典

書

か
朗

読
集
を
参

照
す

べ
き

で
あ
る
が
、

現
段
階

で
は
そ

の
入
手
が
難

し

い
の
で
、

ト
リ

エ
ン
ト
公
会
議

以
来

の
伝
統

を
ほ
と
ん
ど
変

化
な

く
受

け
継

い
で

い
る
と
さ

れ
、
第

ニ
ヴ

ァ
チ
カ

ン
公
会
議
以
前

の
内
容

で
あ
る
本
書

を
使

用
し
た
。

(
五
)

拙
稿

「
キ
リ

シ
タ
ン
資
料

の

「
口
語
資
料

」
と

「
文
語
資

料
」

-

「ご
ざ

る
」

の
用
法

を
手
が

か
り
に
ー

」
(
『
国
語

国
文
』
第

七
十

―
巻

第

九

号

二
〇

〇

二

・
九

)

参

照
。

〈付
記
〉

ミ
サ
典
書

に

つ
い
て
ご

教

示
下
さ

り
、
『
毎

日
の
ミ
サ
典

書
』

を

快
く

お
貸

し
下
さ

い
ま
し

た
、

聖
ヴ

ィ
ア
ト
ー

ル
北

白
川
カ

ト
リ

ッ

ク
教

会

の
イ
ヴ

・
ボ

ア

ベ
ー

ル
師

に

は
大
変

お

世
話

に
な

り

ま

し

た
。

こ
の
紙
面
を
借

り
て
厚

く
御
礼
申

し
上
げ

ま
す
。

(か
わ
ぐ
ち

あ

つ
こ

・
研
修
員
)
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〈表 一 〉 バ レ ト写 本 所 収 「主 日の 福 音 書 」(文 書2)と 典 礼 の 一 致

主 日、 祝 日名 文 書 に 収 め られ て 典 礼 と の 一 致

い る の ロ

待 降 節 第 一 主 日Lc21:25-330

〃 第 二 主 日Mtll;2-100

〃 第 三 主 日Iol;19-280

〃 第 四 主 日Lc3:1-5△Lc3:i-s

降 誕 祭 の 第 一 ミサ(原 題 「ナ タ ル の 日」)Lc2;1―140

1225日

降 誕 祭 の 第 ニ ミサ(原 題 「二 番 の エ ワ ン ゼ リLc2:15-200

ヨ1225日

聖 ス テ フ ァ ノ の 祝 日(原 題 「サ ン ト ・エ ス テMt23:34-390

ワ ン の エ ワ ン ゼ リ ヨ12月26日

福 音 記 者 聖 ヨ ハ ネ の 祝 日(原 題 「サ ン ・ジ ョIo21:19-240

ア ン ・エ ワ ン ゼ リス タ の エ ワ ン ゼ リ ヨ 」)

12月27日

聖 無 享 嬰 児 の 祝 日(12月28日)Mt2:13-180

降 誕 祭 八 日間 中 の 主 日Lc2:33-400

御 割 礼 の 祝 日(原 題 「シ ル ク ン シ ザ ン の エ ワLc2:210

ン ゼ リ ヨ1月1日

御 公 現 の 祝 日(1月6日)Mt2:1-120

御 公 現 後 の 第 一 主 日Lc2:42-520

〃 第 二 主 日Io2:1-110

〃 第 三 主 日Mt8:1-130

〃 第 四 主 日Mt8:23-270

〃 第 五 主 日Mtl3:24-300

〃 第 六 主 日Mt13:31―350

七 旬 節 の 主 日Mt17:1-90

六 旬 節 の 主 日Lc8:4―150

五 旬 節 の 主 日Lcl8;31-430

四 旬 節 の 第 一 主 日Mt4:1-llO

〃 第 二 主 日Mt17:1-90

〃 第 三 主 日Lc11:14―26△Lcl1:14―28

〃 第 四 主 日Io6:1-150

〃 第 五 主 日(e御 受 難 の 主 日)Io8:46-590

枝 の 主 日Mt21;1-90

御 復 活 の 主 日Mcl6:1-70

御 復 活 後 の 第 一 主 日Io20:i9-srO

〃 第 二 主 日IolO:11-160

〃 第 三 主 日Io16:16-220

〃 第 四 主 日Iol6:5-140

〃 第 五 主 日Io16:23-300
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御 昇 天 の 大 祝 日Mc16;14-200

御 昇 天 後 の 主 日Io15:26-27,16:1-0

4

聖 霊 降 臨 大 祝 日 の 主 日(書 簡)Act2:1-110

聖 霊 降 臨 大 祝 日の 主 日(福 音 書)Iol4:23―310

至 聖 な る 三 位 一 体 の 主 日Mt28:ユ8-200

聖 な る 三 位 一 体 の 主 日Io3;1-15×(lo3:1-15は 「

聖 十 字 架 発 見 の 祝

日 の 立 ロ

聖 体 の 祝 日 工06:56-590

聖 霊 降 臨 後 の 第 一 主 日Lc6:36-420

〃 第 二 主 日Lc14:16-240

〃 第 三 主 日Lc15:1-100

〃 第 四 主 日Lc5:1-110

〃 第 五 主 日Mt5:20-240

〃 第 六 主 日Mc8:1―90

〃 第 七 主 日Mt7;15-210

〃 第 八 主 日Lc16:1-90

〃 第 九 主 日Lcl9:41―470

〃 第 十 主 日Lc18:9-140

〃 第 十 一 主 日Mc7:31-370

〃 第 十 二 主 日Lc10:23―370

〃 第 十 三 主 日Lc17:11-190

〃 第 十 四 主 日Mt6:24-330

〃 第 十 五 主 日Lc7:11-160

〃 第 十 六 主 日Lc14:1-110

!!第 十 七 主 日Mt22:34-460

〃 第 十 八 主 日Mt9:1―80

〃 第 十 九 主 日Mt22:1-140

〃 第 二 十 主 日Io4:46-530

〃 第 二 十 一 主 日Mt18:23-350

〃 第 二 十 二 主 日Mt22:15―210

〃 第 二 十 三 主 日Mt9:18-260

〃 第 二 十 四 主 日Mt24:15-350(暦 年 最 後 の 主

日

〃 第 二 十 五 主 日、 ま た 献 堂 式 に もLc19:HOO(献 堂 式 の ミサ

灰 の 水 曜 日Mt6:16-210

聖 木 曜 日 の 洗 足 式1013:1-150(主 の 晩 餐 の タ

ベ の ミ

御 公 現 の 八 日 間Io1:29-340(主 イ エ ズ ス ・

キ リ ス トの 受 洗 記
A
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〈表二〉バ レ ト写本所収 「御復活後の祝 日の福音書」(文 書3)と 典 礼の一致

祝 日名 文書に収 められて 典礼 との一致

い 一の ロ

御復活後の木 曜 日Io20:11-180

〃 」弓口窪日Lc24:13―350

〈表 三〉 バ レ ト写本所収 「四旬節の金曜 日の福音書」(文 書4)と 典 礼の一致

祝 日名 文書に収 められて 典礼 との一致

いる の ロ

四旬節中の金曜 日Mt5:43―6:40(灰 の 水曜 日後

の 艮 日

〃 第二 の金曜 日Io5:1-150(四 旬 節 の四季

の 日 日

〃 第三 の金曜 日Mt21:33―460(四 旬節 第二週

の金 日

〃 第 四の金曜 日Io4:5-420(四 旬 節第三週

の 日

〃 第五の金曜 日Io11:1―450(四 旬節 第四週

の金日 日

〃 第六の金 曜 日Ioll:47-540(受 難 の週の金

日 日
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〈表 四 〉 バ レ ト写 本 所 収 「聖 人 の 祝 日 の福 音 書 」(文 書7)と 典 礼 の 一 致

文 書 内 祝 日名 祝 日 文 書7の 福 ミ サ 典 礼 の 典 礼 と

の0の 一立 の の 一

1使 徒 聖 ア ン デ レ11/30Mt4:i8-zzMt4二18―220

2使 徒 聖 トマ12/211020:24-291020:24―290

3聖 母 マ リア の お 清 め2/2Lc2:22-32Lc2:22-320

4使 徒 聖 マ チ ア2/24Mt11:25-30Mtll:25-300

聖 フ ラ ン シ ス コ10/4Mtll:25―300

5聖 母 マ リ ア の お 告 げ3/25Lc1:26―38Lcl:26-380

6聖 十 字 架 の 発 見5/3103:1-15103;1-150

7洗 礼 者 聖 ヨ ハ ネ の 誕 生6/24Lc1;57-68Lc1:57-680

8使 徒 聖 ペ ト ロ と 聖 パ ウ ロ6/29Mt16:13-19Mt16:13―190

9聖 母 マ リ ア の 御 訪 問7/2Lc1;39-47Lc1:39-470

10使 徒 聖 大 ヤ コボ7/25Mt20:20-23Mt20:20-230

11雪 の 聖 母 マ リア8/5Lc11:27-28Lc21二25-33×

12聖 ラ ウ レ ン チ オ 殉 教 者8/101012:24-261012:24-260

13聖 母 被 昇 天8/15Lc10:38-42Lcl:41-50×

14使 徒 聖 バ ル トロ マ イ8/24Lc6:12-19Lc6:12-190

15福 音 記 者 使 徒 聖 マ タ イ9/21Mt9:9-13Mt9;9-130

16大 天 使 聖 ミ カ エ ル9/29Mtl8:1-10Mt18:1-100

17使 徒 聖 シ モ ン と 聖 ユ ダ10/281015:i7-z51015:17-250

18諸 聖 人11/1Mt5:1―12Mt5:1-120

19死 者 の 記 念11/2105:25―29105:25-290

20使 徒 聖 パ ウ ロ の 記 念6/30MtlO:16-22Mt10:16―220

21使 徒 聖 パ ウ ロの 回 心1/25Mt19:27-29Mtl9:27-290

大 修 道 院 長 共 通Mtl9:27-290

22福 音 記 者 聖 ル カ10/18LclO:1-9Lclo:1-90

聖 マ ル コ4/25Lc10:1―90

23聖 女 カ タ リナ11/25Mt25:1-13Mt25:1-130

聖 女 イ ネ ス(ア グ ネ ス)1/21Mt25:1-130

童 貞 殉 教 者 共 通Mt25:1-130

24聖 女 ル シ ア(ル チ ア)12/13Mt13:44-52Mtl3:44-520

聖 女 ア ナ(ア ン ナ)7/26Mt13:44-520

童 貞 殉 教 者 以 外 の 聖 女 共 通Mtl3:44-520

25四 人 の 教 会 博 士 の 祝 日 共 通Mt5:13-19Mt5:13―190

26「 ナ タ ル とい ふ 祝 ひ 」 一 福 音 書 な し 一 〇

27聖 女 マ グ ダ ラ の マ リア7/22Lc7:36-50Lc7:36-500

聖 女 マ ル タ7/29Lc10:38-42×

受 難 の 週 の 祝 日(木 曜 日)移 動 祝 日Lc7;36-500
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